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今月号の記事
１面　三原市長選挙立候補予定者公開討論

会を開催
２面　広域まちづくり研究会レポート
３面　９月例会
４面 （社）三原青年会議所新入会員募集／

エコショップ／ちょっと一言　他

◆アメリカ中枢同時テロ発生から１ヶ月、
米英軍のアフガニスタン空爆が始まった。
「一般市民を巻き添えにしない」ことを前提
に、空爆はラディン氏のアジトと支配下の
テロ組織「アル・カイーダ」の訓練施設、
タリバンの戦略拠点などに限定的な形で行
われている。◆一方、アル・カイーダは10
日朝、カタールの衛星テレビ局を通じてア
メリカに復讐テロを予告した。「航空機ハイ
ジャック機による攻撃は終わらない」と…。
◆現在アメリカでは、生物・化学兵器の炭
疸菌による被害が拡大。FBIが本格捜査に乗
り出すと共に、西側諸国を中心にラディン
氏一派の第２波テロに対し超厳戒態勢に入
った。◆全世界を震撼させたニューヨーク
世界貿易センタービルとワシントン国防総
省へのハイジャック機による突入テロの悪
夢が蘇る。「世界の平和と繁栄」、そして
「安心して暮らせる」世の中にするために、
私たちは国際社会の一員として何をすべき
であろうか。◆我がまち三原市でもこれま
でにない動きとなってきた。今回の市長選
には３名の候補者が名乗りを上げ、どうす
べきか「困った市民」が多くいる。候補者
が「どんな人物かわからない」ので困って
いるのならまだしも、「企業ぐるみの選挙」
を推し進めている有権者、もっぱら自己の
私利私欲にかられた「私民」が困っている
のであれば問題ではなかろうか。◆今回の
三原市長選は、今後の「みはら」の行方を
左右する重要な選挙となる。合併問題をは
じめ、財政問題等、市長の意向に左右され
る問題が山積している。◆私たち三原市民
は、安心して暮らせる「明日のみはら」を
新三原市長と共に創ってゆかなければなら
ない。今後三原市は市長選一色となろうが、
三原市民は候補者らの政策を聞く「場」に
積極的に参加し、市民ひとり一人がその政
策を真摯に見つめ、我がまち「みはら」の
将来を考えてゆく責任があるのではなかろ
うか。
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私たちは何をすべきか！
私たち（社）三原青年会議所は、み

はらの将来を考えたとき、未来に向け
て確かな三原市の方向性・ビジョンを
持ち、それを私たち市民と共有する市
長と、行政と手を携えて自己責任をも
って自立し協働する市民像を求めてい
ます。21世紀を生き生きと心豊かに暮
らすため、そして次世代の子どもたち
への明るい豊かな「みはら」を築くこ
とは、私たち選挙権を有する大人の最
低限な務めだと考えます。
私たちは、三原市長に「誰がなって

も同じ」「誰でもいい」とか、「立候補
者の人柄がよくわからない」という声
を決して見逃しません。こういった声
をなくすため、今回、三原市長選挙立
候補予定者による公開討論会を開催す
ることを決定いたしました。

公開討論会とは！
全ての市民の皆様に市長選挙への関

心を持っていただくと同時に、立候補
者の政策を十分に見極めていただき、
市民の皆様に地域の問題を考えていた
だける場を設け、まちづくりの参加意
識の向上を図りたいと思います。
当然のことながら、特定の立候補予

定者のための公開討論会ではなく、立
候補予定者と市民が参加する公平・中
立を原則とする公開討論会です。また、
私たちは、この流れを途絶えさせるこ
となく、行政と市民が一緒になって地
域を考えてゆくことができるよう活動
していきたいと考えています。何卒趣
旨をご理解の上、ご指導、ご協力を賜
りますようよろしくお願いいたします。

}

今、JCメンバーとして...
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・合併問題：58人�
・環境問題：45人�
・情報公開制度：28人�

※その他　まちの活性化・バイパス・�
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「平成の市町村合併が言われている時に、清新の気あふれる市長の登場を
期待するのが今の私の置かれている立場」…。去る９月11日、三原市議会本
会議において、山本清治三原市長は、11月18日告示（11月25日投票）の三
原市長選挙に立候補しない考えを明らかにしました。
以降、三原市内では市長選の動きが活発化してきています。地方主権型社

会が叫ばれ「地方の時代の到来」といわれている今、行政のトップである市
長を選ぶ今回の選挙は、今後の三原市にとって非常に重要な選挙であると思
います。

1. 会場周辺や会場内での特定立候補予定者
への投票依頼や後援会への勧誘、ビラ・パ
ンフレットなどの配布を禁止します。
2. 会場の外壁や内部にポスターなどを貼る
ことを禁止します。
3. 発言時間は、出席者に均等に割り振りま
す。１秒でもオーバーした場合は、マイク
を切る、ブザーを鳴らすなどの措置をとり
ます。発言時間に関しては、時間制限の１
分ないし30秒前にお知らせはいたします。
4. 討論会中に、特定の立候補予定者を応援、
もしくは批判する行為（拍手、ヤジなど）を
なさった方には即刻退場していただきます。

5. また、特定の立候補予定者をイメージづ
ける、また、支援する道具（鉢巻,Tシャツ、
ゼッケン、看板、幕など）の使用は禁止し
ます。

6. 参加者の方（もちろん会場にいらっしゃ
った方にもですが）には、自己および特定
の立候補予定者に投票するように呼びかけ
る発言はしないようにお願いいたします。
例：「○○は、――といった政策を実現し
ます！ですから是非今度の選挙は、○○に
一票をお願いいたします。」「今度の市長選
挙では、投票用紙に○○という名前をお書
きくださいますようお願いいたします!!」

7. 主催団体（（社）三原青年会議所）が、特
定の立候補予定者を支援することは、公開

討論会終了後もありません。

上記のルールを守っていただけない方がいらっしゃる場合は、司会進行役の権限にて退場していただきます。この討論会を公平・中立にかつ合法的に行うためでございますので、ご理解ご協力の
程よろしくお願いいたします。

●「三原市長選挙2001立候補予定者公開討論会」運営上のルール

―三原市民300人に聞きました！
三原市長選挙に関するアンケート実施―

入場無料：直接会場にお越し下さ
い。（定員400人）
出席予定者：三原市長選挙立候補予
定者（10月31日までに報道機関
等を通じ公に立候補を表明された
方に対し、出席を要請します）

コーディネーター：（社）三原青年
会議所理事長　須 裕之

お問い合わせ：（社）三原青年会議
所事務局（TEL:0848－63－3515）

1. 会場周辺や会場内での特定立候補予定者
のポスター・ビラ・パンフレットなどの配
布を行わないようにお願いいたします。ま
た宣伝カーなどでの討論会に関する特定立
候補予定者の応援・批判をなさらないよう
お願いいたします。

2. 会場の外壁や内部にポスターなどを貼ら
ないようにお願いいたします。

3. 討論会中に特定立候補予定者への応援、
もしくは批判する行為（拍手・ヤジ等）を

なさらないようにお願いいたします。
4. 特定立候補予定者をイメージづける、ま
た、支援する道具（鉢巻・Tシャツ・ゼッ
ケン・看板・幕など）の使用はご遠慮いた
だきます。
5. 会場内への危険物の持込みをなさらない
ようお願いいたします。また、カメラ・ビ
デオ等の持込みはかたくお断りします。
6. 防災上、座席に座らず立ち見をするとい
った行為はご遠慮願います。

●立候補予定者及びその関係者の方へのお願い●

●会場にお越しの皆様へのお願い●

公開討論会を公平・中立に運営するため、以下のことにご注意ください。また、公職選挙法に抵触する
行為はすべて禁止します。

開催日：平成13年11月7日（水）
開場：18時
開会：18時30分（20時30分閉会予定）
場所：三原リージョンプラザ文化ホール

実 施 要 項

三原市民は、この選挙をどのように
考えているのでしょうか。私たち（社）
三原青年会議所は、９月22日から７日
間、三原駅前をはじめ市内各所におい
て、市民の皆様の三原市長選挙に関す
る意識調査を実施しました。

意外にも26％の市民が11月に三原市
長選挙が行われることを知りませんで
した。ただ単に情報不足で「知らなか
った」というのならまだしも、この数
字がもっぱら自らの利害に関わること
にしか関心のない利己的な「私民」が

多いことを表す数字だとしたら問題だ
と思います。
また、今回の三原市長選挙に「関心

がない」という市民は28％でした。そ
の理由は、「興味がない」、「誰がなって
も同じ」、「選挙前に決まっているのだ
から」、「立候補者の人柄がよくわから
ない」などといったもの。
そして、「投票に行かない、行くかど

うかわからない」という市民の数も
27％です。「市民の声を聞いてくれな
い」、「面倒だ、忙しい」、「今の三原市
には夢がない」、「誰でもいい」という
のがその理由です。

調査結果にビックリ！


